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養蜂博物館

井上 敦夫 ･井上 凱夫

1996年 (平成8年)8月8日,養蜂の発展を

願って,養蜂博物館が三国山の山腹にある三国

高原みつばちセンター内にオープンした.三国

山 (尾張,三河,美濃の三国)は標高701m,愛

知県尾張地方では一番高い山で,養蜂博物館は

標高600m地点にある.付近は愛知国定公園の

指定地域で東海自然歩道が縦貫し,山頂の岐阜

県側は県立土岐自然公園で,夏季には自然を楽

しむ家族連れや若者たちがたくさん訪れる.

三国高原みつばちセンターは山林,価,宅地

からなり総面積は約5ha(約 15000坪),四方

を山に囲まれ,中央の約 5000坪が平地で,敷

地内の山腹からは大切な水源となる清水が湧き

出ている.中央の平地には,ミツパテの巣箱が

並び,山を越えてせっせと蜜や花粉を取りに行

く.

その一角に2階の窓から養蜂場が一望でき

るカナディアンシーダーハウスがあり,周りの

山と調和して,自然にとけ込んだ風景を創って

いる (図 1).これが展示館で,総面積は約 320

m2,中央が吹き抜けで両側が2階建ての山荘風

である.中に入ると,木の香りがして,今人気

のアロマテラピーを思い出させる.

窓から見える周りの山林は東京大学演習林に

隣接する自然林である.その演習林の官舎で生

まれ育った私達が1957年に瀬戸から名古屋市

へ移り,父の退職後の仕事として養蜂業に着手

したが,縁あって30余年もたった今,瀬戸市

に21世紀の養蜂基地をつくることになった.

開館の目的

ミツバチと人間との関わりは,｢-チミツの
歴史は人類の歴史｣といわれる程深い関係にあ

る.われわれの祖先は山野に生息するミツバチ

の自然巣からハチミツを取り,それを食し,ま

た歴史的にも最初のお酒をっくることに成功

し,ハチミツを搾ったあとの蜂の巣を炊いて蜂

ろうを得,それを材料にしてロウソクを考え出

して灯りのある生活をっくり出した.人間はや

がて,ミツバチを飼いならすことに成功し,計

画的に-チミツを生産し,蜂ろうを生産し始め

た,

このように大変古い歴史をもったミツバチで

ありながら,養蜂のことはあまり知られていな

い.確かに,昔に比べれば,テレビ,ラジオ,

新聞,雑誌,書物を介して,ミツバチや養蜂の

こと,そして-チミツやその他のミツパテ生産

物について知る機会は非常に多くなったが,坐

きたミツバチを直接養蜂場で見たり,ハチミツ

の香りを楽しみながら,-チミツがどのように

して蜂の巣から採集されるのかを見る機会には

なかなか恵まれないのが現実である.

ミツバチの巣箱の中はどうなっているのか,

蜂の巣はどう作られるのか,その有様を自分の

眼で直接見ることができたらどんなにか楽しい

図1 三国高原みつばちセンター内の養蜂博物館とその内部の展示室 (右)
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図2 巣箱の展示コーナー (左:ニホンミ

ことだろう.そして,ミツバチと人間との間に

創り出される文化を同時に見られるような資料

館があったら,きっとミツパテへの親しみも一

層大きくなるのではないだろうか.言葉で表現

できないミツバチに代って,一人でも多くの人

に伝えたい,そのための養蜂博物館である.

蜂の巣箱や分離機,その他のいろいろな養蜂

器具にしても,いずれ使い古されて,この世か

ら消えてしまう,養蜂業を営む立場からは,ミ

ツバチと人間との間に創り出されるそうした

諸々の歴史的資料を少しでもまとまった形で保

存し,後の世代へ残しておきたい.それは,か

わいいミツパテのためにも,私たち養蜂にたず

さわる者のためにも大切なことにちがいない.

全国の養蜂家の皆さんのお力をお借りし,ま

た海外の蜂友の助けを借りて,長い年月をかけ

てコツコツと集めて来た諸々の集積が,このミ

ュージアムを成している.

主な展示物

1 ミツパテの巣箱

a)ニホンミツバチの巣箱

対馬の蜂 ドゥをはじめ,九州地方の重箱式巣

箱,紀州 ･愛媛 ･長野の日本蜂巣箱,分蜂群を

収容する時に使う "笠"と呼ばれる小道具,そ

して対馬のものによく似た韓国の丸太巣箱が展

示される (図2左).

b)日本の近代巣箱

わが国へセイヨウミツバチがはじめて輸入さ

れたのは明治 10年で,それ以降,西洋式養蜂

技術が普及した.大正から昭和初期の純欧米型

ツパテ,中:近代巣箱,右:スケップ)

巣箱からその後の改良巣箱,現在使用されてい

る転飼用巣箱までの歴史を追う (図2中).

C)スケップ

ヨーロッパでは長い歴史をもつ麦わらで編ん

だ釣り鐘型巣箱.各国のさまざまな大きさのも

のに,ピラミッド式,巣枠式スケップ (ダラー

ベンホルスト式),スワン型スケップ,ウエディ

ングビ-ハイプ (ヨーロッパでは新婚夫婦にミ

ツパテをプレゼントする風習があった)等約

20個余りのスケップが並ぶ (図2右).

d)その他海外の巣箱

イギリスの伝統的WBC巣箱は王者の風格,

フランスの屋根型巣箱,アメリカのラングスト

ロス式巣箱,インドネシアのトウヨウミツバチ

用装飾巣箱,旧ユーゴスラビアの装飾巣門,ペ

ルシャ時代土瓶で飼っていた頃の陶板製の装飾

巣門,シリアの水瓶利用の巣箱,アメリカで開

発されたフェロモン利用の分蜂群待箱等も展示

される.スペースの都合で順次お見せしたい.

e)世界の交尾箱

女王蜂の大量養成用に,女王蜂 1匹と1,000

匹前後の働き蜂を収容する交尾箱と呼ばれる小

さな巣箱がある.大きさはラングストロス式巣

枠の寸法の1/8から1/4が一般的である.木

製のものが多く,一部スチロール製の巣箱も登

場している.各国それぞれ創意工夫がある.

2 世界の煉煙器 (beesmoker)

ミッバチは時には人や家畜を刺すこともあ

る.養蜂家といえども,誰しも刺されたくない

し,ミツパテは刺せば自分の命を失う.そこで

刺されないように,ミツバチに煙を吹きかけ
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て,蜂をおとなしくさせる.そのための種々の

煩煙器が各国で考案されている.

ブラジルで猛威をふるうアフリカ蜂化 ミツバ

チ用の世界一大きな煩煙器,移動養蜂舎や蜂舎

内での管理に使用する世界一小さいドイツ製の

パイプ型煩煙器,バッテリーやネジ巻を利用し

た吹子の部分がオートマチックに作動して煙を

送り出す煉煙器などなど,世界中から集められ

た30種類余りの煉煙器は個性的で壮観,当館

自慢のコレクションで,養蜂家の関心を集めて

いる.日本人には日本の煩煙器が一番使い易い

のは当然なことながら,それぞれ独特の工夫が

見られ,感心させられる.

3 ハチミツ分離機と空こし器

-チミツを分離するための遠心分離機,大正

時代のものと思われる3枚掛分離機は古さを

感じさせる.9枚掛放射状分離機は初期のもの

を展示する.

蜜こし器は遠心分離機で分離した-チミツを

波過して缶へ移し入れる過程で使うものである

が,大小様々のタイプがあり,養蜂家にとって

は大切な器具である.

4 その他の養蜂管理用具

以上の他にミツバチの飼育管理のためにはい

ろいろな小道具が考案されている.覆面布や手

袋,ハイプツール,蜂ブラシ,ローヤルゼリー

採集用の道類,花粉 トラップ,プロポリス採集

板,圧搾製雌器などを場所の許す限り展示す

る.

5 ミツパテ生産物

世界各国から集められた種々のハチミツが,

それぞれのお国柄の容器に収められ展示され

る.オオミツバチやコミツバチ, トウヨウミツ

バチの-チミツなどの他,アロマテラピーで有

名になったラベンダー,ユーカリ,タイム,求

ダイジュ等の-ーブ類の-チミツも多々ある.

花粉やローヤルゼリー,プロポリスなどの製品

ら,錠剤あり,ドリンクありでにぎやかである.

6 ハチミツ酒 (ミード,mead)

ブドウ酒と並んで,歴史的に最も古い部類に

入るハチミツ酒やハニーワイン,-チミツ入り

リキュール.飲んだらさぞかしおいしかろうが,

図3 -ニーポット展示コーナー

大切な展示品なので封印されたままである.ポ

ーランドで苦労して手に入れたミードボトルと

ミードカップも珍しい.

7 蜂ろうロウソクとキャンドルスタンド

蜂ろうロウソクはアメリカやヨーロッパの養

蜂家にとって重要な生産物の一つである.溶け

たろうに芯を垂らしてつくるディッピングタイ

プから,シリコン,ラバーあるいは金属やガラ

スでできた型の中へろうを流し込んでつくるモ

ールディングタイプ,着色された巣模様のろう

板を芯を軸にして巻いてつくるワックスシート

ローリングタイプのキャンドルまで,形をみて

いるだけでも楽しい.キャンドルにはなくては

ならないホルダーやスタンドも種類が豊富.辛

ャンドルスタンドやランプ専門の博物館もある

くらいでその奥行きは深い.

8 ハニーポット

ハニーポットとはハチミツを卓上で使うため

の装飾容器で,日本ではあまりなじみがない

が,欧米では非常に古くから使われている.陶

磁器製のものが圧倒的に多いが,ガラス,プラ

スチック,銀などの金属製もある.形は様々で

あるが,伝統的なスケップを基調としたものが

多い (図3).日本の古いものとしては,おそら

く輸出用として昭和 15年頃に作られたくられ

たもので,蜂の題はかけてなくなっている.育

名なノリタケの資料館にも残っていないMOR-

IMURAの文字の入った-ニーポットも希少品

だ.第二次世界大戦後,占領統治下時代につく

られた作品もあり,底面にMadeinoccupied

Japanと記されたものも数点ある.ハニーポッ



図4 先代井上丹治コーナー

トは相当な数が輸出用に作られたが,日本国内

ではほとんど販売されず,当館に展示されてい

るものは,海外の蜂友の協力でアメリカやヨー

ロッパから里帰りしたものである.

ハニーポットと共にミルクサ-バー,水差

し,バター皿,調味料入れなどがセットになっ

たものもあり,それがすべて蜂や蜂の巣のデザ

インである,スケップを基調にしたキャンデー

ボックスやチーズトレーもまたおもしろい.

9 貯金箱

ミツバチはよく働きよく貯える,勤勉 ･貯蓄

のシンボルとしてデザインに登場することが多

く,貯金箱にもミツパテの巣箱を形どったもの

がある.金属製,木製,陶製のものなどで,欧

米のものが多い.

10 クマとハチミツ

クマはハチミツと蜂の子が大好物である.そ

のため,毎年クマによる蜂の被害は世界的に大

である.それでも,クマと蜂の巣をモチーフに

したグッズはハニーポットや調味料入れにもと

り入れられ,テーブルに飾られる.クマは人間

と長い歴史をもち,それなりに愛すべき動物な

図5 展示室兼集会所.中央は房枝博士 (中国)
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のである.

11 ミツパチと頑具

ミツバチに因んだぬいぐるみやおもちゃも子

供たちに人気がある.数少ないが日本や中国の

蜂凧もある.

刺針をもっミツパテやマル-ナバチでも,お

もちゃになるところをみると,愛らしい昆虫と

して歓迎されている証拠といえよう.

12 ミツバチのコインと切手

ミツ/ヾチや蜂の巣のデザインはコインにも登

場するが,数は少ない.一番古いのは古代ギリ

シャのコインで,紀元前200年前後のものが多

い.今から2000年以上も前からコインに登場

して可愛がられていたということは,人間とミ

ツバチの関りがいかに深かったかを物語ってい

る.その他,イタリー,マルタ,ノルウェー,

フランス, トンガなど数か国のものがある.

ミツバチは切手の中にいろいろな意味をこめ

て登場する.繁栄 ･経済発展のシンボルとし

て,貯蓄の,あるいは団結 ･勤勉のシンボルと

してよく登場する.国や州,地方のエンブレム

にもさりげなく登場する.昆虫としてのミツパ

チ,産業としての養蜂など直接なものも,国際

養蜂会議を記念したものもあり,種類が多い.

13 その他

ミツバチの絵皿,ブローチ等のアクセサ リ

ー,メダル,エジプト遺蹟の中に登場するミツ

バチの聖刻文字のレプリカ,養蜂風景や花の写

真,先代井上丹治のコーナー (図4),養蜂バッ

ヂや国際養蜂会議のポスター等,場所の許す限

り展示されている (図 5).オオスズメバチの大

きな根株につくられた巣もすぼらしい.

図6 ハチミツ試食コーナー
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図7 実際に巣箱の中を見てみる

14 空 しぼりの実演

事情の許す限り,来館者向けに 1日数回,塞

しぼりの実演をしている.家族づれの皆さんに

好評で,甘い香 りがただよう中で, しぼりたて

のハチミツを味わってもらう.希望者には蜜ブ

タの試食もして頂いている.また,館内にいろ

いろな-チ ミツの試食コーナーを設けて,各自

で味わって,ハチ ミツが花の種類によって味が

異なることを知ってもらう (図 6).

巣箱の中を実際に自分の眼で見てみたいとの

希望 も受けるが,人手や天候の都合で応 じられ

ないこともある (図 7).

15 おみやげコーナー

ハチ ミツをはじめローヤルゼ リー,プロポリ

ス,蜂の子,養蜂書籍,養蜂器具 (一部分), ミ

ツバチグッズなど,スペースの許す限り用意 し

て,来館者の好評を博 している.

養蜂博物館データ

〒480-12

愛知県瀬戸市上品野町1665

開館日:平成 10年度 (1998)は4月下旬～11月上

旬までの毎週金曜･土曜.

開館時間 :午前 10時～午後4時 (入館は午後3時ま

で).

入館料 :小中学生 ･高校生 1人300円,大学生 ･大

人 1人500円.

予約 :来館は予約が必要.来館日と人数,電話番号を

下記あてに連絡.予約連絡先:052-792-

1183.当日は0561-41-3833でも可 (団体の

場合は特に事前の打合せをしたい.道路幅の問

題で大型の観光バスは通行できない).

交通 :自家用車の場合は国道248号線で品野交番前

の交叉点を363号線に入りJR上品野バス停か

ら三国山山頂へ向け約4km.上品野バス停から

は分岐点に案内表示がある.高速道路を利用の

場合は中央高速多治見インターが最寄り.

電卓の場合は名鉄瀬戸線で尾張瀬戸駅下車 (紘

点)駅前よりタクシーで約25分.名古屋駅から

は中央線大曽根駅で名鉄瀬戸線に乗りかえるか,

又は名古屋駅より地下鉄藤ケ丘行で栄で下車,

名鉄瀬戸線に乗りかえる.名古屋駅から尾張瀬

戸駅までの所要時間は約 1時間.

INOUE,ATSUO and YosHIO INOUE.Apicultural

Museum ofJapan_ HoneybeeScience (1997)

18(4):180-184.1665Kami-Shinano･cho,SetoI

shl,AichiPrefecture.480-12Japan.

Thisarticleistointroducethe"Apicultural

Museum ofJapan"founded1996byauthorsin

themountainousareaofAichiPrefecture.

Collectionsarefollows;traditionalbeehives

forJapanesehoneybees,historicalbeehivesfor

European honeybees in Japan,Skeps and

modernhivesfrom EuropeandAmerica.Vari-

oustypesofsmokersfrom theworld,Oldand

modernhonhoneyextractorsandotherbeeequ-

ipment;from beehives,variousproductsof

honey (incl.mead),royaljelly,propolis,bee

pollen,beeswax(incl.candles),andbeevenom

arebeingdisplayed.Especially,thecollectionof

varioushoneypotswithothertablewareisone

ofthefeaturesofthismuseum.Beecoinsin-

cluding one from ancientGreek(2200years

before),medals,badges,broaches,etc.Also,

poststampcollectionisvastone.Anapiary

nearbywith200coloniesforhoneyandpollina-

tionisalsoavailablepracticalmaterialforvisト

tors.

Themuseum isopenonFridayandSatur-

dayfrom theendofApriltoearlyNovember.

Open houris 1000-1600 hrs.Priorcontact

beforevisitisrequired.Address:1665Kami-

Shinano-cho,Seto-shi,AichiPrefect.480-12

Japan.Contacttel&fax:+81-561-41-38330r
Nagoyaoffice,C/0BeeCultureLaboratorylnc.,

2773-160 Kitayama Obata. Moriyama-ku,

NagoyaCity,463Japan.Teュ:+81-52-792-1183

andfax:+8ト52-792-2025.


